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卒
業
後
ま
も
な
く
二
十
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
共

に
学
ん
だ
仲
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご

活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
皆
さ
ん

は
忙
し
い
毎
日
の
た
め
、
学
生
時
代
を
振

り
返
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
の
頃
は
卒
業
と
同
時
に
、
大
学
と
は

青
春
の
一
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
懐
か
し
く

思
う
も
の
で
し
た
が
、
今
は
生
涯
学
習
の
時

代
で
す
。
大
学
と
は
学
生
に
の
み
開
か
れ
た

も
の
で
は
な
く
、社
会
に
出
て
か
ら
も
関
わ
っ

て
い
け
る
社
会
資
源
と
い
う
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。
車
社
会
に
例
え
れ
ば
、
走
っ
て
は

又
給
油
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る

と
、
一
生
付
き
合
っ
て
い
け
る
資
源
と
み
な

す
事
も
で
き
ま
す
。

母
校
へ
の
愛
と
同
時
に
、
い
っ
し
ょ
に

育
っ
て
い
け
る
存
在
と
し
て
、
卒
業
後
も
互

い
に
支
え
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
同
窓
会
活
動

を
活
発
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
常
磐
大
学
同
窓
会
は
一
九
八
七

年
三
月
に
発
足
以
来
、
同
窓
生
の
各
界
に

お
け
る
活
躍
が
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
、
大
学
を
取
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
時
機
に
あ
る
中
で
同
窓
会
報
「
と
き
わ

の
風
」
が
創
刊
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
と
の
更

な
る
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と

は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
常
磐
大
学
で
は
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
教
育
改
革
、
組
織
改
革
な
ど
新
し

い
大
学
づ
く
り
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
二

〇
〇
五
年
に
発
足
し
た
「
卒
業
生
セ
ン

タ
ー
」も
そ
の
一
環
の
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

更
に
二
〇
〇
九
年
は
創
立
者
諸
澤
み
よ
先

生
が
裁
縫
伝
習
所
を
開
か
れ
て
か
ら
開
学

百
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
機
会
に
改
め
て
建

学
の
原
点
を
見
つ
め
、
二
十
一
世
紀
を
新

た
な
る
飛
躍
の
世
紀
と
す
べ
く
そ
の
取
組
み

を
始
め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
今
後
も
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、

皆
様
の
ご
健
康
と
更
な
る
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
で
会
い
ま
せ
ん
か
？
な
か
な
か
日
常

が
せ
わ
し
く
て
、
家
を
空
け
る
の
が
難
儀
で

す
。
家
事
に
内
職
、
家
庭
サ
ー
ビ
ス
。
い

え
い
え
何
よ
り
、
体
を
休
め
て
い
た
い
っ
！

年
齢
で
す
。

総
会
に
出
ま
せ
ん
か
？
年
に
一
度
の
機

会
、
懐
か
し
い
顔
を
見
ら
れ
ま
す
。
話
を
聞

く
だ
け
で
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
う
、
あ
の

人
！
目
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
こ
は「
同
窓
界
」

と
い
う
、
や
す
ら
ぎ
の
場
で
す
。

総
会
を
尊
び
ま
せ
ん
か
？
異
業
種
の
同

窓
生
が
集
い
、話
し
合
う
の
は
楽
し
い
こ
と
。

職
種
を
超
え
た
付
き
合
い
が
で
き
る
こ
と
は

貴
重
な
こ
と
で
す
。

総
会
は
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
大
学

が
、
卒
業
生
で
あ
る
会
員
の
私
た
ち
を
大
事

に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
、
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

総
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
同
窓
の
野
球
選

手
や
レ
ー
サ
ー
の
話
を
間
近
で
聞
け
る
な
ん

て
大
変
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
尤
も
彼
ら
が

総
会
に
出
席
し
て
く
れ
た
ら
の
話
で
す
が
。
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人
間
科
学
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一
期
卒
）

社
会
資
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の

　
　
　

存
在
と
し
て

学校法人常磐大学　勤務

副
会
長　

齊
藤　

久
展

（
人
間
科
学
部
一
期
卒
）

創
刊
に
寄
せ
て

茨城高等学校　勤務

副
会
長　

西
野　

光
範

（
人
間
科
学
部
二
期
卒
）

風
の
便
り

在
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
て

い
た
常
磐
大
学
大
学
院
、
常
磐

大
学
、
常
磐
短
期
大
学
、
常
磐
大
学
高

等
学
校
、
常
磐
大
学
幼
稚
園
の
同
窓
会

を
つ
な
ぐ
「
学
校
法
人
常
磐
大
学
連
合
同

窓
会
」
が
結
成
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
二

月
一
日
に
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

連
合
同
窓
会
の
目
的
は
、
各
同
窓
会
の

自
主
性
を
尊
重
し
連
絡
機
関
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
支
援

し
各
組
織
間
の
相
互
協
力
体
制
を
整
え
る

こ
と
。
卒
業
生
が
「
常
磐
」
の
名
の
も
と

に
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
法
人
全
体
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
同
窓
会
の
活
動
拠
点
と
し
て

「
常
磐
大
学
同
窓
会
館
」（
水
戸
市
新
荘

一
丁
目
七
ー
二
六
）
が
竣
工
し
ま
し
た
。

同
窓
会
館
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

応
接
室
、
楓
ホ
ー
ル
、
会
議
場
等
か
ら

な
り
、
楓
ホ
ー
ル
に
は
松
井
エ
イ
コ
氏

に
よ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

同
窓
会
館
は
、
幹
事
会
や
同
窓
会
総

会
の
開
催
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

皆
さ
ま
の
ご
希
望
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
有
効
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現

『
同
窓
会
会
報「
と
き
わ
の
風
」創
刊
!!
』

こ
の
た
び「
と
き
わ
の
風
ー
常
磐
大
学
同
窓
会
会
報
」を
創
刊
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
学
園
報「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
」を
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
年
二
回
、「
と
き
わ
の
風
」
を
通
じ
て
、
同
窓
会
活
動
の
様
子
や
母
校
の
近
況
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

会
報
名
で
あ
る
「
と
き
わ
の
風
」
に
は
、
学
生
時
代
を
思
い
出
す
よ
う
な
爽
や
か
に
駆
け
抜
け
る
風
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
風
の
よ
う
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

創
刊
に
あ
た
り
、
池
田
会
長
、
齊
藤
副
会
長
、
西
野
副
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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常
磐
大
学
桜
ノ
牧
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に

弓
道
場
「
尚
志
館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
弓
道
場
「
尚
志
館
」
の
「
尚
志
」

と
は
「
孟
子
」
の
尽
心
の
中
に
あ
る
「
人

は
心
ざ
し
を
高
尚
に
保
つ
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
に
由
来
し
、
常
に
仁
に
身

を
お
き
、
義
に
よ
っ
て
事
を
行
う
こ
と

を
理
念
と
し
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

射
場
は
延
べ
一
一
五
・
六
平
方
メ
ー

ト
ル
、的
場
は
延
べ
三
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。
立
ち
人
数
は
五
人
と
い
う

広
さ
で
、
全
射
場
を
使
用
し
て
も
周
り

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
集
中
し
て
練
習

に
励
め
る
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
公
式

戦
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
姿
見
（
基
本
動
作
、
型
の
確

認
）
が
で
き
る
鏡
が
取
り
付
け
て
あ
る

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
基
本
練
習
が
い
つ
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
弓
道
部
は
関
東
学
生
弓
道
選

手
権
大
会
に
お
い
て
男
子
は
一
部
リ
ー

グ
、
女
子
は
二
部
リ
ー
グ
で
優
秀
な
成

績
を
修
め
て
お
り
、
今
後
も
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

❶　
「
弓
道
場
・
尚

し
ょ
う

志し

館か
ん

」

常磐大学大学院『被害者学研究科』開設
東京にサテライトキャンパス設置

常磐大学大学院に人間科学研究科、コ
ミュニティ振興学研究科に続いて、被害者
学研究科が2005年４月開設されました。
被害者学研究科では、社会人の中でも特
に被害者と接する実務に従事する現職者を
積極的に受け入れるため、必修科目を平日
夜間や休日に開講。また、東京都港区芝浦
のキャンパス・イノベーションセンターに、
サテライトキャンパスを設置して、水戸（本
校）とインタラクティブな授業を実現し、
被害者学研究者や被害者支援活動のエキス
パートの育成を目指します。被害者学を主
とした修士レベルの教育機関は世界でも例
がなく、世界被害者学会をはじめとするさま
ざまな分野から、大きな期待が寄せられて
います。

常
磐
大
学
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
「
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
大
学
の

持
つ
教
育
資
源
を
開
放
す
る
こ
と
で
、
高

度
で
多
様
な
人
々
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
地
域
の
学
習
環
境
の
発
展
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
活
動
を
拡
大

し
、
翌
二
〇
〇
一
年
七
月
に
は
水
戸
駅
北

口
（
川
又
書
店
六
階
）
に
水
戸
駅
前
校

を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
五

年
四
月
に
大
学
教
育
の
開
放
活
動
を
よ
り

積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
、
発
展
的
名
称

変
更
を
行
い
、
名
称
を
「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
へ
と
改
称
い
た
し
ま
し
た
。
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン（E

xtension

）の
語
義
は
、

「
延
長
、
拡
張
」
で
す
が
、「U

niversity 
E
xtension

」
と
す
る
と
「
大
学
教
育
の

開
放
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
活
動
の
中
心
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

（
公
開
講
座
）
の
開
催
で
す
。

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
水
戸
駅
前
校
・
常

磐
大
学
高
校
の
三
つ
を
会
場
と
し
、
教
養
・

語
学
・
パ
ソ
コ
ン
・
資
格
取
得
な
ど
様
々

な
分
野
か
ら
な
る
講
座
を
年
間
約
六
十
講

座
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

活
動
の
中
で
意
識
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
は
、
在
学
生
・
卒
業
生
の
資
格
取
得

な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
支
援
で
す
。
卒

業
し
て
社
会
人
に
な
っ
て
も
常
に
学
び
続
け

る
必
要
が
あ
る
厳
し
い
社
会
の
中
で
、
卒
業

生
が
再
び
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
再
教
育
の
場

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
会
員

制
で
す
が
、
卒
業
生
は
入
会
金
が
免
除
と
な

り
、
ま
た
、
一
部
講
座
で
は
で
受
講
料
が
割

引
や
無
料
に
な
る
な
ど
特
典
も
様
々
で
す
。

今
後
さ
ら
に
、
卒
業
生
が
再
び
「
学
び
の

場
」
と
し
て
、
常
磐
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、『
資

格
取
得
・
受
験
講
座
』
な
ど
卒
業
生
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
直
接
的
に
支
援
で
き
る
講
座

や
学
習
意
欲
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
多
様

な
講
座
を
数
多
く
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

大
い
に
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

常
磐
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
ご
案
内
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ョ
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史
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韓
国
語
会
話

○
は
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ド
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ツ
語

○
子
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会
話

■
パ
ソ
コ
ン
講
座

○
や
さ
し
い
パ
ソ
コ
ン
入
門

○
ワ
ー
ド
（
ワ
ー
プ
ロ
）
入
門

○
エ
ク
セ
ル
基
礎
編

○
エ
ク
セ
ル
応
用
編
＋
パ
ワ
ー
ポ
イ
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■
資
格
取
得
講
座

○
英
検
準
一
級
準
備
講
座

○
英
検
二
級
準
備
講
座

○
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
準
備
講
座

○
パ
ソ
コ
ン
検
定
対
策
講
座
（
三
・
四
級
）

○
色
彩
能
力
検
定
（
三
級
）

○
日
商
簿
記
検
定
対
策
講
座
（
三
級
）

○
証
券
外
務
員
資
格
対
策
講
座
（
二
種
）

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ（
秋
講
座
）

※
八
月
中
旬
よ
り
募
集
予
定

二
〇
〇
五
年
度

教養
講座

女性の現在・過去・未来
これからの自分創り

講師／常磐短期大学　講師　佐藤啓子

●講座の内容
あなたは、自分の生活をどのように充実させていますか？
過去の長い歴史の中では女性はどのような生活をしてきたの

でしょう。そしてそれは現在の女性にどのような影響を与え、
改められてきたのでしょう。内外の歴史的人物や思想を通し
て女性のこれからを考えてみましょう。

●第1回テーマ
　あなたは現在の自分に満足していますか？

●第2回テーマ
　過去の女性からのメッセージ

●第3回テーマ
　これからの女性は？

申込期限 9/12（月） 開講時間 13:00～14:20
会　　場 水戸駅前校 回　　数 3回
定員・対象 30名・一般 受 講 料 3,000円
開 講 日 9/21（水）・9/28（水）・10/5（水）

パソコン
講　座

エクセル応用編
　　＋パワーポイント
データ処理とプレゼンテーション資料の作成

講師／常磐短期大学　講師　佐藤隆弘

●講座の内容
本講座では、ビジネス場面でよく使われる Excel の機

能を利用する方法と、プレゼンテーションソフトである
PowerPoint の基本的な操作方法の習得を目指します。前半
の5回の講座では、ワークシート間の計算、集計、ピボットテー
ブルの利用、関数の利用などの Excel の応用的な使い方につ
いて、練習問題を解きながら学んでいきます。後半の5回の講
座では、例にならい、PowerPoint を用いたプレゼンテーショ
ン資料を作成していきます。

申込期限 11/14（月） 開講時間 18:30～19:50
会　　場 常磐大学 回　　数 10回
定員・対象 30名・一般 受 講 料 10,000円
開 講 日
11/24（木）・11/25（金）・12/ 1（木）・12/2（金）
12/ 7（水）・12/ 8（木）・12/ 9（金）
12/14（水）・12/15（木）・12/16（金）

資格取得
講　座

英検2級準備講座
毎日の生活を英語で考えてみよう
※テキストの配布は、講座第1回目になります。

講師／常磐大学　講師　園城寺信一

●講座の内容
言語学習においてはしばしば「習うより慣れよ」と言われま

すが、厳しい時間的制約の多い学習者が、むしろ「慣れるま
で習え」というモットーで効率的な学習法を習得して、主体的・
意欲的に学習し、英検2級に合格できるようになるのが目的で
す。
上記の目的の達成のためには、国際人として相応しい問題

意識を持ち、自らの意見を積極的に英語で表現することを習
慣化することが大切になります。

申込期限 9/26（月） 開講時間 18:30～19:50
会　　場 常磐大学 回　　数 10回
定員・対象 20名 受 講 料 本学生 10,000円
 一般  卒業生 9,000円
開 講 日   一　般 5,000円
10/ 6（木）・10/13（木）　　　※テキスト代は別途かかります
10/20（木）・10/27（木）
11/10（木）・11/17（木）
11/24（木）・12/ 1（木）・12/8（木）・12/15（木）

資格取得
講　座

福祉住環境
コーディネーター検定試験
対策講座（3級）
※テキストの配布は、講座第1回目になります。

講師／公務員試験セミナー　講師

●講座の内容
高齢化社会が進行しつつある今日、高齢者や障害者が楽し

く安心して暮らせる社会基盤を作ることが私たちの課題となっ
ています。平成12年4月から介護保険制度が施行された関係
でこの検定が注目され、7万人を超える受験者がある異例の
人気検定試験です。この検定で得た知識やノウハウは、建設、
医療、福祉関連業界などあらゆる仕事に活用でき、高齢者、
障害者の要望に合ったアドバイスや提案をするのに役立てる
ことができます。特に住宅設備、福祉、保険・医療、公共施設、
教育機関等の就職を目指す学生はこの資格を取得して、企業
にアピールしていただければと思います。

申込期限 8/12（金） 開講時間 10:30～16:10
会　　場 水戸駅前校 回　　数 21回
定員・対象 40名 受 講 料 本学生 26,500円
 一般・本学生  卒業生 28,000円
開 講 日   一　般 30,000円
8/27（土）・ 9/ 3（土）　　　 　※テキスト代込み
9/10（土）・ 9/17（土）
9/24（土）・10/ 1（土）・10/8（土）
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学校法人常磐大学 常任理事
人間科学部・
人間科学研究科 教授

上見　幸司
慶應義塾大学　医学博士。
専門：解剖学、生理学、臨床人間学、
生命倫理学。
英国ウエルカム医学研究財団学術賞、
吉田科学技術財団学術賞受賞。日本
解剖学会評議員、英国 FRMS、英国
Ch.B。英国ダンディー大学医学部訪
問教授、慶應義塾大学医学部助教授を
経て1988年4月より現職。

2004年度　常磐大学同窓会事業報告

１．学生支援事業
内　容　記念体育館に演台を寄贈（10月）
　　　　大学行事への祝金支出（学園祭への援助金）（10月）

２．2004年度常磐大学同窓会総会および懇談会の開催
開催日：2004年6月12日（土）
場 所：京成ホテル
内 容：総会 【報告】 2003年度事業報告、決算報告、
  入会状況
 【議案】 2004年度事業計画、予算案の協議
  学校法人常磐大学連合同窓会設立、
  学校法人名称変更について
　　　　懇談会

３．幹事会の開催
内 容　5月：2004年度事業報告、2004年度決算について　等
　　　　7月：2004年度常磐大学同窓会総会報告　等
　　　　3月：2005年度事業計画、2005年度予算について　等

４．卒業生の個人情報管理
内 容　氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、
　　　　ゼミナール、サークル等
時 期　随時更新

５．卒業生（単年度）名簿発行
～ 人間科学部第18期、国際学部第５期、
　　　　　　　　コミュニティ振興学部第１期 ～
内 容　卒業生氏名、現住所、電話番号
時 期　2004年７月発行

６．同窓会会員への大学情報の発信
内　容　同窓会会員に対し、学園報「TOPOS」を送付
時　期　12月

７．常磐大学同窓会ホームページ維持および管理
内　容　総会開催模様の掲載、異動情報受付　等

８．その他
2005年２月１日における常磐大学同窓会館の竣工及び学
校法人常磐大学連合同窓会の発足を記念して、各同窓会
合同でホールクロックを寄贈

　　　　　　　以　上

2005年度　常磐大学同窓会事業計画

月 事　業　内　容

4

5 幹事会（前年度決算報告、前年度事業報告）

6 総会

7 幹事会
同窓会会報（創刊号）発送

8

9

10 学生支援事業（学園祭援助）

11

12

1 同窓会会報（第2号）発送

2

3 幹事会（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）

その他
１）常磐大学同窓会ホームページ維持・管理
２）卒業生の個人情報管理
３）学生支援事業

（補足）
１．同窓会会報には、総会の議決内容・報告内容を掲載
する。

２．7月の同窓会会報発刊に伴い、昨年度まで行っていた
学園報TOPOS の発送及び総会資料の発送は行わない。

2004年度　常磐大学同窓会決算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 15,580,000 15,740,000  △ 160,000 
新入会員　779名

（H15年度卒業生・H16年9月卒業生）

事業収入 163,500 140,000 23,500 
総会　会費　出席者　81名 × @2,000円

　　　託児室利用料　 3名 × @　500円

雑収入 140,264 250,000  △ 109,736 預金利息等

小　　計 15,883,764 16,130,000  △ 246,236 

前年度繰越金 50,410,916 50,410,916 0 

合　　計 66,294,680 66,540,916  △ 246,236 

支出の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 33,070 70,000  △ 36,930 
単年度名簿データ入力アルバイト
総会手伝い

消耗品費支出 65,075 175,000  △ 109,925 会議資料等印刷用紙、印刷機消耗品等

交通費支出 56,240 322,000  △ 265,760 総会・幹事会交通費等

慶弔費支出 30,000 100,000  △ 70,000 
生花
 （同窓会館竣工式、
吹奏楽団OB会記念演奏会）

通信費支出 1,506,110 1,999,000  △ 492,890 
総会案内、
総会資料・学園報（TOPOS）送付、
卒業生名簿送付等

印刷費支出 793,012 841,000  △ 47,988 総会案内、学園報、卒業生名簿印刷等

会議費支出 523,371 523,000 371 総会、幹事会会議費

報酬手数料支出 0 0 0 

業務委託費支出 117,166 313,000  △ 195,834 発送物袋詰め作業（総会資料・学園報等）

雑費支出 3,885 20,000  △ 16,115 振込手数料等

支援事業費支出 924,650 1,050,000  △ 125,350 演台（体育館用）寄贈、学園祭援助

寄付支出 315,000 0 315,000 同窓会館竣工記念品（ホールクロック）

小　　計 4,367,579 5,413,000  △ 1,045,421 

次年度繰越金 61,927,101 61,127,916 799,185 

合　　計 66,294,680 66,540,916  △ 246,236 

2005年度　常磐大学同窓会予算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 16,000,000 15,740,000  260,000 平成17年度入会者（800名×20,000円）

事業収入 140,000 140,000 0 懇親会会費収入（70名×2,000円）

雑収入 250,000 250,000 0 預金利息等

小　　計 16,390,000 16,130,000  260,000 

前年度繰越金 61,927,101 50,410,916 11,516,185 

合　　計 78,317,101 66,540,916  11,776,185 

支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 20,000 70,000  △ 50,000 総会補助等

消耗品費支出 225,000 175,000  50,000 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 115,000 322,000  △ 207,000 幹事会出席幹事交通費等

慶弔費支出 100,000 100,000  0 慶弔関係

通信費支出 1,448,000 1,999,000  △ 551,000 総会通知、会報送付等

印刷費支出 609,000 841,000  △ 232,000 会報、封筒印刷等

会議費支出 378,000 523,000  △ 145,000 総会、幹事会等

渉外費支出 25,000 0 25,000 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等

業務委託費支出 306,000 313,000  △ 7,000 発送物袋詰作業等

雑費支出 10,000 20,000  △ 10,000 振込手数料等

支援事業費支出 1,050,000 1,050,000 0 学生支援事業（学園祭援助等）

小　　計 4,286,000 5,413,000  △ 1,127,000 

次年度繰越金 74,031,101 61,127,916 12,903,185 

合　　計 78,317,101 66,540,916 11,776,185 
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ん

MESSAGE

2005年度常磐大学同窓
会総会および懇談会が、
6月11日に常磐大学同窓
会館で開催され、約70名
の卒業生が一同に会しま
した。総会は池田正則会
長の挨拶に続き、常磐大
学・常磐短期大学学長で
ある髙木勇夫名誉会長が
挨拶され、｢同窓会の力が、大学の力に結びついていく。同
窓生が集う拠点である同窓会館ができたことで、一段と緊密
な関係を築いてほしい。｣と期待感を述べられました。続いて
議長指名、議事へと進行し、記念体育館への演台寄贈等の事
業報告、決算監査報告、入会状況報告、役員の選任報告、そ
してプライバシーポリシー（個人情報保護）について報告が
なされました。議事の決議では、事業計画案、予算案に係る
同意が満場一致で可決され、議事は終了しました。続いて、
学校法人常磐大学常任理事である上見幸司先生より、『学校
法人常磐大学連合同窓会』を正式に発足し、これを記念して『常
磐大学同窓会館』が建設されたことが報告され、新たに設置
された『卒業生センター』の役割と同窓会館の利用について
説明がありました。その後、総会は閉会となり、懇談会場へ
と場所を移しました。常磐大学副学長である柄澤行雄先生は、
「これまで以上に誇れる大学にするために、卒業生の力を貸し
てもらいたい。」と挨拶され、なつかしい同窓生や先生方との
楽しい時間を過ごし、散会しました。

「同窓会の力が、
大学の力に結びついていく。」 

2005年度　常磐大学同窓会総会・懇談会開催 

の
長
さ
や
卒
業
生
の
数
の
多
さ
は
、
大
学
の
財

産
で
あ
る
人
的
、
物
理
的
規
模
の
指
標
で
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
し
ょ

う
か
。
実
は
、
卒
業
生
が
心
に
刻
む
母
校
の
意

味
に
は
個
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
指
標
だ
け
で

真
の
大
学
社
中
の
価
値
を
計
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
唯
一
、計
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、個
々

の
卒
業
生
の
母
校
へ
の
思
い
の
強
さ
や
共
有
す

る
思
い
出
や
誇
り
、
将
来
に
向
け
た
発
展
へ
の

期
待
の
強
さ
や
深
さ
こ
そ
、
そ
の
指
標
と
な
り
、

推
進
力
と
な
ろ
う
と
い
う
も
の
な
の
で
す
。

実
際
に
、
歴
史
を
長
く
刻
ん
だ
大
学
や
卒
業

生
の
多
い
大
学
に
行
っ
て
み
る
と
良
く
わ
か
り

ま
す
。
外
か
ら
窺
っ
て
み
る
だ
け
で
も
、
在
学

生
や
同
窓
会
の
母
校
へ
の
信
頼
や
愛
着
、
期
待

と
自
信
な
ど
の
求
心
力
が
迸
り
出
て
い
る
か
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
在
学
生

と
同
窓
生
と
い
う
大
学
社
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ラ
と
呼
ん
で
も
良

い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
パ
ワ
ー
の
ベ
ク
ト
ル

こ
そ
、
大
学
の
繁
栄
へ
の
道
を
担
保
し
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
。
こ
こ
は
是
非
に
も
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
、
母
校
に
対
す
る
愛
着
と

求
心
力
の
核
と
な
る
ベ
ク
ト
ル
の
方
向
付
け
と

パ
ワ
ー
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ど
う
か
、
母
校
、
常
磐
大
学
を
振
り
返
っ

て
い
た
だ
き
、
時
に
は
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

闊
歩
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
研
修
・
研
鑽
の
場

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
、
社
中
結
束
の
魂
の
求
心
力
に
な

り
、
母
校
の
支
援
に
な
る
の
で
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
節
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
不
肖

私
も
、
大
学
と
の
パ
イ
プ
役
を
十
分
に
発
揮
し

た
い
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
て
お
り
ま
す
。
何

な
り
と
お
申
し
出
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
一
つ
。
同
窓
会

館
は
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
新
し
く
発
足
し
た
「
卒
業
生
セ
ン
タ
ー
」

に
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
忌
憚
な

く
お
申
し
付
け
下
さ
い
。
で
は
、
お
元
気
で
、

そ
し
て
充
実
し
た
楽
し
い
人
生
を
お
送
り
下
さ

い
ま
せ
。

擱
筆
：
二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
一
日

　
　
　

親
鸞
の
誕
生
日
に



（4）

常
磐
大
学
を
卒
業
し
て
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

時
が
た
つ
の
は
と
て
も
早
い
も
の
で
す
ね
。（
小
）

会
報
は
同
窓
生
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
作
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
坪
）

大
学
の
発
展
と
同
窓
生
の
思
い
や
絆
を
つ

な
ぐ
会
報
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
ご
感
想
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

下
さ
い
。（
吉
）

「
と
き
わ
の
風
」
を
通
し
て
、
久
し
ぶ
り
に

同
窓
生
に
連
絡
し
て
み
よ
う
！
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。（
石
）

こ
の
同
窓
会
報「
と
き
わ
の
風
」創
刊
に
よ
っ

て
、
常
磐
大
学
同
窓
生
の
輪
が
一
層
広
が

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。（
池
）

今
回
、
初
版
と
い
う
こ
と
で
何
か
ら
や
っ

て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
不
安
で
し
た
が
無

事
、
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。（
岩
）

学 生 支 援 事 業 報 告

体
育
会
戦
績
報
告

2004
年度

 

■
硬
式
野
球
部

　

部　
　

長
…
波
多
野　
　
　

勝

　

監　
　

督
…
石　

川　

清　

一

　

学
生
代
表
…
小　

田　

康　

剛

　

部
員
数
…
六
十
七
名

○
関
甲
新
春
季
リ
ー
グ
（
三
部
中
一
部
）

　

二
勝
九
敗
一
引
き
分
け
一
部
リ
ー
グ
五
位

○
関
甲
新
秋
季
リ
ー
グ

　

五
勝
七
敗
一
部
リ
ー
グ
四
位

【
個
人
タ
イ
ト
ル
】

　

三
坂　

徹　

首
位
打
者=

〇
．
四
二
一

　
　
　
　
　
　

打
点
王
＝
十
四

　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
捕
手
）

　

鈴
木
伸
造　

盗
塁
王
＝
八（
二
季
連
続
）

【
関
甲
新
一
部
記
録
樹
立
者
】

　

西
村　

烈　

一
試
合
最
多
得
点
タ
イ
記
録

 

■
剣

道

部

　

部　
　

長
…
上　

見　

幸　

司

　

監　
　

督
…
小　

澤　
　
　

聡

　

学
生
代
表
…
宮　

内　

勇　

二

　

部
員
数
…
二
十
三
人

○
第
五
十
三
回
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

二
〇
〇
四
年
九
月
十
二
日
（
日
）

　

三
回
戦
敗
退

○
第
三
十
回
記
念

　

関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

二
〇
〇
四
年
九
月
二
十
五
日
（
土
）

　

三
回
戦
敗
退

○
第
五
十
回
記
念

　

関
東
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

　

二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
日
（
土
）

　

二
回
戦
敗
退

○
第
五
回
関
東
女
子
剣
道
新
人
戦
大
会

　

二
〇
〇
四
年
九
月
二
十
五
日
（
土
）

　

三
回
戦
敗
退

 

■
弓

道

部

　

部　
　

長
…
佐　

藤　
　
　

環

　

学
生
代
表
…
伊　

東　

孝　

敏

　

部
員
数
…
二
十
四
名

男　

子

○
第
三
十
四
回

　
　

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　

団
体
予
選
敗
退

　

個
人
一
次
予
選
通
過
…

　
　
　

伊
東
孝
敏
・
小
澤
正
史
・
豊
岡
啓

○
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　
　

春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

団
体
一
次
予
選
敗
退

○
第
二
十
回
ひ
た
ち
な
か
市
親
善
射
会

　

個
人
優
勝
…
小
澤
正
史

○
観
梅
大
会

　

個
人
五
位
…
伊
東
孝
敏

○
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　
　

秋
季
リ
ー
グ
戦
（
三
部
中
二
部
）

　

四
勝
〇
敗
一
位

　

一
部
リ
ー
グ
昇
格

　

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
個
人
戦

　

一
位
…
伊
東
孝
敏　

八
十
射
六
十
七
中

○
第
二
十
八
回
中
野
杯
記
念
弓
道
大
会

　

四
位
…
伊
東
孝
敏

女　

子

○
第
三
十
四
回

　
　

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　

団
体
・
個
人
予
選
敗
退

○
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　
　

春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

団
体
一
次
予
選
敗
退

○
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　
　

秋
季
リ
ー
グ
戦
（
二
部
中
二
部
）

　

四
勝
一
敗
二
位　

二
部
残
留

○
第
二
十
八
回
中
野
杯
記
念
弓
道
大
会

　

五
位
…
宮
川
順
子

上
記
三
部
以
外
に
も
体
育
会
各
部
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

常磐大学専任教員一覧
（2005.4現在）

■人間科学部
教　授
上　見　幸　司
阿　部　昌　信
冨　田　信　穂
三　澤　　　進
柄　澤　行　雄
重　金　敦　之
Kieran G.Mundy
長　井　　　進
糸　賀　茂　男
伊　田　政　司
森　山　哲　美
岩　田　　　温
奥　山　眞　知
渡　邉　孝　憲
日向野　弘　毅
長谷川　幸　一
南　舘　忠　智

助教授
石　原　　　亘
森　　　弘　一
金　藤　ふゆ子
佐　藤　　　環
栗　山　正　光
西　澤　弘　行
河　野　敬　一
林　　　寛　一
宮　本　聡　介
森　山　賢　一
千　葉　　　敦
水　嶋　陽　子
伊　東　昌　子
島　田　茂　樹
佐　藤　公　俊
文　堂　弘　之
永　野　勇　二

専任講師
井　上　麻　未
佐々木　美　加
石　川　勝　博
真　部　多真記
松　﨑　哲　之
中　村　泰　之
申　　　紅　仙
馬　場　久美子
長谷川　美　貴
千　手　正　治
中　西　貴　行

■国際学部
教　授
大　友　賢　二
川　島　淳　一
波多野　　　勝
粕　谷　雄　二
小　川　　　明
F,J ,Berber i ch
福　嶋　　　壽

渡　部　茂　己
庄　子　　　信
中　田　光　雄
灘　山　龍　輔
堀　口　秀　嗣
G,F ,K i r c hhoff
渡　辺　千枝子
助教授
依　田　　　泉
柳　田　恵美子
松　原　克　志
北　根　精　美
村　山　元　理
樋　口　恒　晴
林　　　和　生
小　磯　　　滋
土　居　　　守
中　村　洋　一
渡　邊　真由美
C,R,Buss inger
井　上　　　徹
専任講師
中　岡　ま　り
中　川　健　司
飯　村　英　樹

■コミュニティ振興学部
教　授
吉　永　　　宏
大　堀　　　哲
諸　岡　良　彦
井　上　　　繁
伊佐山　忠　志
田　口　　　守
五十嵐　　　滋
大　井　　　紘
坂　本　　　登
小　山　博　滋
藤　田　雅　子
田　澤　あけみ
水　嶋　英　治
西　川　万　文
坂　井　知　志
池　田　幸　也
高　塚　雄　介
鈴　木　暎　一
助教授
中　村　正　之
伊　藤　晋　二
塚　原　正　彦
専任講師
中　原　史　生
塩　　　雅　之
岡　嶋　宏　明
福　澤　真　一
小　澤　　　聡
中　垣　恒太郎
梅　香　　　公
川　﨑　　　愛

2004年度学生支援事業の一環とし
て、Ｃ棟記念体育館に演台を寄贈しま
した。今後とも学生のために有効な支
援事業を行っていこうと思います。

【最近の学生支援事業】
　2003年度……テント20張
　2002年度……テレビ2台

最近１年間で、同窓会事務局が把握している情報を掲載しています。みなさまの情報提供をお待ちしています。

橋　本　　　直さん「人間科学部12期」
橋　本　紀　子さん「人間科学部12期」
（旧姓　小池）

成　田　勝　泰さん「人間科学部13期」
斉　藤　祐　輔さん「人間科学部13期」
斉　藤　恵　子さん「人間科学部16期」
（旧姓　後藤）

横　山　正　和さん「人間科学部14期」

米　持　　　緑さん「人間科学部17期」
（旧姓　飯野）

伊　藤　篤　史さん「人間科学部17期」
石　毛　　　徹さん「国際学部4期」
石　毛　　　薫さん「国際学部4期」
（旧姓　助川）

大　塚　亜寿歌さん「国際学部4期」
（旧姓　友部）

ご結婚された方 おくやみ
今　村　泰　二様（享年91歳）
元人間科学部教授

田　口　精　一様（享年79歳）
元人間科学部教授

有　倉　久　雄様（享年51歳）
元人間科学部・短期大学専任講師

伊豫田　康　弘様（享年59歳）
元人間科学部教授

常
磐
大
学
同
窓
会

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

ポ
リ
シ
ー

常
磐
大
学
同
窓
会
（
以
下
「
本
会
」

と
い
い
ま
す
）
は
、
①
同
窓
会
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と　

②
母
校
で

あ
る
常
磐
大
学
と
の
連
絡
を
保
ち
な

が
ら
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
日
々
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
本
会
は
、
上
記
目
的
の
為
に
会

員
の
個
人
情
報
の
管
理
を
行
う
上
で
、

そ
の
重
要
性
を
認
識
し
、
こ
れ
を
保
護

す
る
こ
と
は
社
会
的
責
務
と
考
え
、
次

の
方
針
に
従
い
個
人
情
報
の
保
護
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1
個
人
情
報
の
取
得
に
つ
い
て

本
会
が
個
人
情
報
を
取
得
す
る
際
は
、

利
用
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
的

達
成
に
必
要
な
限
度
で
適
法
か
つ
公

正
な
手
段
を
用
い
ま
す
。

2
個
人
情
報
の
利
用
に
つ
い
て

本
会
が
個
人
情
報
を
利
用
す
る
際
は
、

利
用
目
的
の
範
囲
内
で
適
切
に
行
い
、

法
令
等
で
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除

い
て
、
会
員
本
人
の
承
諾
な
く
第
三

者
に
は
開
示
い
た
し
ま
せ
ん
。

3
個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て

本
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
は
正
確
か

つ
最
新
な
も
の
と
し
、
そ
れ
ら
を
安
全

か
つ
正
確
に
管
理
す
る
と
共
に
、
個
人

情
報
の
漏
洩
、
滅
失
、
改
竄
、
棄
損
な

ど
の
予
防
な
ら
び
に
是
正
に
努
め
ま
す
。

4
法
令
・
規
範
の
遵
守
に
つ
い
て

個
人
情
報
を
的
確
に
保
護
す
る
た
め
、
個

人
情
報
保
護
関
連
法
令
お
よ
び
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
の
規
範
を
遵
守
い
た
し
ま
す
。

5
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
等
に
つ
い
て

本
会
が
保
有
す
る
会
員
ご
自
身
の
個

人
情
報
に
関
し
て
、
開
示
・
訂
正･

相

談
等
の
お
問
合
せ
は
、
次
に
定
め
る
連

絡
先
に
て
合
理
的
か
つ
必
要
な
範
囲

内
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
三
一
〇
ー
八
五
八
五　

茨
城
県
水
戸
市
見
和
一
丁
目
四
三
〇
番
地
の
一

常
磐
大
学
内　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局

☎ 

〇
二
九
ー
二
三
二
ー
二
五
一
一

6
そ 

の 

他

法
令
の
制
定
や
改
廃
、
ま
た
は
個
人

情
報
の
保
護
を
図
る
た
め
の
改
善
等
に

伴
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を

変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
後
記

【
掲
載
文
募
集
】

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上
八
〇
〇
字
程
度
で
お
願

い
し
ま
す
。）
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
で
す
が
、「
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

（
送
付
先
）
〒
三
一
〇
ー
八
五
八
五　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、dosokai@

tokiw
a.ac.jp

☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/


